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通期業績予想の修正、及び原材料の評価損(連結・個別)・繰延税金資産 

の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2021年５月 14日に公表しました 2022年３月期通期の連結業績予想を下記のとおり修正するとと

もに、2022年３月期決算において原材料の評価損（連結・個別）、及び繰延税金資産を計上することとなりま

したのでお知らせいたします。 

 

記 

１.連結業績予想の修正 

(1) 2022年３月期通期連結業績予想数値の修正（2021年４月１日～2022年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

4,100 

百万円 

150 

百万円 

140 

百万円 

110 

円 銭 

42.69 

今回修正予想（Ｂ） 3,750 180 180 160 60.22 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △350 30 40 50  

増 減 率（ ％ ） △8.5 20.0 28.6 45.5  

（ご参考）前期実績 

（2021年３月期） 
3,863 12 3 △174 △67.65 

 

(2) 業績予想修正の理由 

売上高については、エンタープライズ・ソリューション区分及び保守サポート・サービス区分において、

ほぼ計画通りの着地となる見込みですが、通信システム・ソリューション区分において、プロジェクトの

期ずれが発生し当初の計画を下回る見込みです。 

利益面については、コロナ禍の外出自粛による営業活動経費等の減少や、下記「３.繰延税金資産の計

上について」に記載している理由により営業利益、経常利益、及び親会社株主に帰属する当期純利益が増

加し、前回発表予想を上回る見込みです。 

 

  ※上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後発生する

様々な要因により予想数値とは異なる可能性があります。 

  



２.原材料の評価損の計上について 

 他社から購入した販売用ソフトウェア製品であるたな卸資産（原材料）について事業計画の見直しを行った

結果、在庫の再評価を行いました。これにより 2022年３月期決算において原材料の評価損を連結決算で 20百

万円、個別決算で 12百万円、売上原価に計上する予定です。 

 

３.繰延税金資産の計上について 

 今後の業績見通し等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、2022 年３月期決算において繰

延税金資産を計上し、法人税等調整額△16百万円（△は利益）を計上する予定です。 

 

 

以 上 


